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　2023-24年度国際ロータリー第2710地区 地区
大会の開催にあたり、一言、ご挨拶申し上げます。
　RI会長代理　杉岡 芳樹様、広島県知事　湯崎 
英彦様、広島市長　松井 一實様、広島商工会議所
会頭　池田 晃治様、韓国3690地区総裁　申 東
成（シン・ドンソン）様をはじめ、地区内外より多く
の来賓の皆様にご来駕いただき、地区大会を盛大
に開催できますこと、心より御礼申し上げます。
　今年度は、RI会長マッキナリー氏の“Create 
Hope in the World”のテーマにもとづき、私の信
条として“平和の種をまこう!!～ロータリアンにでき
ること～”を掲げています。ロータリーが行ってきた
“超我の奉仕活動”こそが、平和な世界を作る種と
信じております。みなさまがまかれた種が芽をふき、
実りを迎える日が一日も早く訪れますことを祈って
おります。
　本大会の実施にあたり、ホストクラブとして運営
を担っていただいた広島南ロータリークラブのみな
さん、記念事業にご賛同いただいた地区内の多くの
みなさんに改めて感謝申し上げます。
　有り難うございました。

　広島南ロータリークラブ本年度会長の丸岡優介と
申します。
　2023-24年度国際ロータリー第2710地区 地区
大会の開催にあたり絶大なるご協力を賜り誠に
ありがとうございます。
２,０００名近くのロータリアン、並びに当地区大会
にご来場頂きました皆さま、『国際平和都市広島』
にようこそお越し下さいました。ホストクラブを代表
して心より歓迎いたします。
　コロナ禍が終わり本来のかたちで、このように地
区大会を開催できますことをホストクラブとして心
から喜ぶと同時に、斯くも大勢ご参集いただきました
皆さまに深く感謝を申し上げます。
　広島南ロータリークラブのメンバーが一丸となっ
て一所懸命に準備してまいりました。精一杯のおも
てなしの心でお迎えする所存ですが、至らぬ点も
多 あ々ろうかと思います。どうかロータリーの友情に
免じてお許し頂きますことをお願いいたしまして、
ホストクラブ会長の挨拶とさせて頂きます。それでは
最後まで、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

G7首脳からの“平和へのメッセージ”
顕彰碑 除幕式ガバナー挨拶
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寄贈

2023-24年度 地区大会記念事業

　広島平和記念資料館は、毎年世界中から多く
の来訪者を迎えていますが、中でも、マザーテレ
サ、ダライラマ、パウロ２世という宗教家、ジミー・
カーター、アンドレィ・サハロフ、ミハイル・ゴルバ
チョフ、デズモンド・ツツ他多くのノーベル平和賞
受賞者、或いは世界の各界の指導者が、視察直
後の印象を、芳名録に、メッセージとして記してい
ます。そのメッセージは資料館に保存されていま
すが、平成２８年、広島市内１３ロータリークラブ
では、国際ロータリー創立１１０周年記念事業とし
て、主要なメッセージを、来訪者が自由に閲覧し
ていただける機器を寄贈いたしました。
　ただ、資料館は開館時間の制限、入場者が多
い時には入場制限、また休館日という制約があり
ます。そこで今回、これらの主要なメッセージを、

いつでも自由に見ていただけるために、資料館か
ら外に出して、碑として寄贈することを、地区大会
記念事業にしようということになりました。
　折しも、昨年５月広島市でＧ７サミットが開催
され、Ｇ７首脳全員が平和資料館で芳名録に
メッセージを自署されました。寄贈する顕彰碑の
設置場所については、広島市の支援により、「平
和の丘」、比治山公園内のエントランス広場を提
供いただくことができました。これにより本年度
は、Ｇ７首脳のメッセージを優先して制作するこ
とが、よりインパクトがある事業になるとの判断
に至りました。「現在世界を動かしている人たち
が、私たちと共にある。」と実感いただけることと
思います。
　そして、広島を訪れた人は、平和資料館で、７８
年前廃墟と化した、悲惨な広島を見たあと、「平和
の丘」から、市民の頑張りにより、緑豊かに復興
した、活気ある広島を見ていただくことで、平和
の価値を実感いただけるでしょう。
　ロータリークラブの記念事業により、「平和の
丘」が、そのような場所になることに貢献できると
したら、これに勝る喜びはありません。 
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⑤ 岸田首相

② メローニ首相

⑧ スナク首相

① ミシェル議長

⑨ ライエン委員長

④ マクロン大統領 ⑥ バイデン大統領

③ トルドー首相

⑦ ショルツ首相

広島市南区の比治山公園にある“平和の丘”ピースメッセージ広場に設置

※設置順：向かって左から①～⑨

2023-24年度
地区大会記念事業

G7首脳からの
“平和へのメッセージ” 顕彰碑
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11月10日㊎ 　広島カンツリー倶楽部 西条コース 11月11日㊏
会場：リーガロイヤルホテル広島 1日目 会長幹事会

会場入口 受付の様子

司会 竹内副代表幹事

クラブ表彰

会場の様子

杉岡芳樹RI会長代理挨拶 クラブ表彰 石川直前ガバナー挨拶

監査報告 金子克也パストガバナー 閉会の辞 中𠮷副代表幹事

井内ガバナー挨拶

会場の様子

■プログラム

成 績 表
氏名 所属 NET 備考順位

廣幡　勝祐 西条 69.4 入賞優勝
中村　雅幸 岩国 70.8 入賞2
佐川　　精 東城 71.0 入賞3
松原　善行 西条 71.4 入賞・ニアピン賞4
久保　浩通 防府 71.6 入賞5
佐々木　誠 広島東南 71.8 入賞6
佐々木博明 柳井 72.0 入賞7
原川　伸治 萩東 72.2 入賞8
小林　通匡 呉東 72.4 入賞9
中川　信広 防府南 72.4 入賞10
佐藤　明寛 三次 72.611
上重　和久 松永 72.612
堀尾　光政 江田島 72.813 シニア賞
遠崎　秀一 広島西南 72.814
森木　　孝 柳井 72.815 飛賞
大草　政広 岩国西 73.216
光永　　治 防府南 73.417
鬼武　洋士 防府北 74.018 ドラコン賞
中尾　泰三 松永 74.019
相川　敏郎 呉東 74.220 飛賞
堀口　勝哉 呉 74.421 ニアピン賞
前田　　茂 三次 74.422
上杉　昌幸 広島廿日市 74.423
東影　正博 広島東南 74.424
大方　幸三 広島東 74.425 飛賞
濵村　雅彦 岩国西 74.826
恵良　慎哉 岩国西 74.827
森繁　陽介 徳山東 74.828
沼田　和久 柳井西 75.029

砂田　恭延 広島中央 75.031 BG賞
渡部　哲生 広島北 75.032
中吉　雄二 広島南 75.233
奥野　一成 福山北 75.434

谷口　正則 江田島 75.837
歌田　光典 広島南 75.838
榎木　亮次 広島陵北 75.839
濱田　　匠 徳山東 75.840 飛賞
金　　史一 萩東 75.841
小西　直人 福山東 76.042
横山　裕仁 庄原 76.043

吉永　征史 広島北 75.435 飛賞
毛利　徳明 庄原 75.636

原　　誉顕 防府 75.030 飛賞

氏名 所属 NET 備考順位
山仲　　巌 広島東南 82.0 飛賞130

加藤　正道 光 83.0 飛賞140

弘田　公孝 岩国 82.2131
河村　高志 防府 82.2132
村上　修一 庄原 82.2133
藤村　敏行 岩国 82.4134
前田　隆男 防府北 82.6 飛賞135

堀川 功次郎 岩国 83.4 飛賞145

宮田　佳明 岩国 84.0 飛賞150

橋本　貞夫 鞆の浦 87.0 飛賞160

伊藤　弘幸 広島陵北 86.2 飛賞155

中根　洋一 松永 82.8136
金岡　泰成 周南西 82.8137
樫山　貴彦 岩国 82.8138
赤木　忠徳 庄原 83.0139

新田　秀樹 呉東 83.0141
榎本　暢之 広島東 83.2142
山下　哲夫 広島西南 83.4143

寒川　起佳 広島南 83.6146
土路生 貢二 福山東 84.0147
岡崎　浩昭 広島廿日市 84.0148
山國　　豊 広島西南 84.0149

平田　孝治 呉南 84.4152
小畠　勘次 広島空港 84.4151

隅田　栄治 防府南 85.8154

宮本　伸久 広島北 86.8157
中村　　龍 山口南 86.2156

山田　興亜 岩国 87.0159

後藤　幸夫 徳山東 88.0162
麻生　照胤 広島東 87.0161

荒玉　賢佑 鞆の浦 89.2164
瀬川　和久 山口南 88.0163

通山　晋哉 光 91.0166
長行事 義人 呉 89.8 飛賞165

和田　　巧 光 91.6168
田中　　宏 福山北 91.2167

野関 由味子 防府南 110.0 BB賞170
田村　治重 広島南 93.0169

三浦　益隆 庄原 129.0171

片岡　朋也 庄原 86.2158

向井 登志次 江田島 85.2153

波多野 充浩 萩 83.4144

氏名 所属 NET 備考順位
西村　雄一 小野田 78.887
矢吹　泰孝 福山東 79.088
飯田　政之 広島 79.089
中野　　徹 広島南 79.0 飛賞90
前田　直秀 松永 79.091
磯野　昌則 防府南 79.292
川本　泰正 福山東 79.493
山村　貞夫 呉 79.494
谷　　輝幸 萩東 79.4 飛賞95
國田　博信 山口南 79.496
舛元　眞人 庄原 79.697
川本　吉則 広島空港 79.698
緒方　俊平 広島中央 79.899
松島　繁人 鞆の浦 79.8 飛賞100
國安　泰志 庄原 79.8101
山中　信孝 広島西 79.8102
中里　嘉孝 呉東 79.8103
平本日出男 岩国 80.0104
加藤　慶昭 山口南 80.2 飛賞105
高山　　薫 広島東 80.2106
金子　　信 萩 80.4107
福田　敏勝 柳井 80.4108
藤井　行夫 福山北 80.4109
上田　　恵 広島中央 80.4 飛賞110
沖本　頼政 広島中央 80.4111
井上　茂樹 鞆の浦 80.6112
松本　　猛 広島廿日市 80.6113
中田　勝巳 呉南 80.6114
植田　敏揮 広島廿日市 80.6 飛賞115
阿武　周平 萩東 80.6116
猪垣　耕一 広島中央 80.8 飛賞117
原田　康宏 周南西 80.8118
内藤　智幸 西条 81.0119
佐々木　潤 広島西南 81.2 飛賞120
松原　忠彦 周南西 81.2121
金子　順一 山口南 81.2122
田村　昌彦 萩 81.4123
守田　洋一 山口南 81.6124
廣田　　徹 周南西 81.6 飛賞125
村元　通晃 岩国 81.6126
浅倉　良彦 広島 81.6127

髙西　哲郎 広島東南 81.8129
望月　慎一 広島 81.8128

氏名 所属 NET 備考順位
藤本　修久 岩国 76.044
中野　　淳 徳山東 76.0 飛賞45
三山　秀昭 広島 76.246
白石　光徳 小野田 76.247
石丸　富朗 呉東 76.248
坂井　幸栄 岩国 76.249
上村　卓司 山口南 76.250
明山　晃映 三次 76.451
田中　健志 広島西 76.652
野上　茂樹 山口南 76.653
松塚　茂治 岩国 76.654
志熊　理史 柳井西 76.6 飛賞55
坂田　光徳 福山北 76.656
佐藤　　修 松永 76.657
大内総一郎 広島中央 76.658
藤本　　崇 庄原 76.859
岩井　正喬 広島東南 77.0 飛賞60
登　　道夫 呉東 77.061
山本　　勉 光 77.062
安永　裕二 防府北 77.063
豊田清一郎 岩国 77.264
川本　友和 広島北 77.2 飛賞・ドラコン賞65
温泉川梅代 広島東南 77.4 レディース賞66
山本　茂男 岩国 77.467
末河　　聡 岩国 77.468
長沼　幸忠 防府南 77.869
荒木　　攻 広島西南 78.0 飛賞70
瀬川志保美 広島東 78.071
原田　　修 防府南 78.072
岡野　雅則 広島 78.273
松永　雅紀 防府北 78.274
佐々木正親 広島空港 78.2 飛賞75
吉田　壮司 小野田 78.276
上田　文雄 岩国 78.477
三好　敏之 広島空港 78.478
田上　克彦 広島東南 78.479
チョードリー・サマー 広島北 78.4 飛賞80
田中　康一 防府南 78.681
伊藤　義和 防府 78.682
高階　百壽 鞆の浦 78.683
宇都宮公徳 呉 78.684

柄　　博治 広島東南 78.886
深川　暢也 岩国 78.8 飛賞85

記念ゴルフ大会 地区大会  第1日
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 Ⅰ.被爆の実相
1．原爆被害の概要
　1945年8月6日、午後8時15分、広島に落とされ
た原爆によって、当時の広島市内の人口約35万人
のうち約14万人が亡くなった。被害をうけた建物総
数は76,000戸であり、うち63％が全壊あるいは全
焼であった（図1、2）。
2．遺品は語る
　資料館には、弁当箱、三輪車、学生服や帽子など
の遺品が残されている。
3．熱線・爆風・放射線の被害
　熱線による火傷で皮膚のやけどがひどく、皮膚
がたれ下がった状態で歩く人が多かった（図3、4）。
被爆数時間後、黒い雨が郊外を含め広い範囲で降
り、喉が渇きこれを口で受けた人が多かった。放射
線被爆の後障害として白血病などの発生がみられ
た。そのひとりとして、佐々木禎子さんが自らの白血
病からの回復を願って折り鶴を折り続けた話は有
名であり、同級生たちによる折り鶴の子の像の建立
につながった。現在でも被爆の惨状を伝えるため
に、被爆体験者から聞いた証言をもとに、基町高校
美術部の生徒たちが多くの絵を残している。

 Ⅱ.広島の歩み
1．広島の復興
　被爆後数日で、学校の青空教室がはじまり、市
内電車の運行が始まった。そんな復興の中で広島
カープの誕生は明るいニュースだった。国外からの
支援として、ジュノー博士による医薬品の提供や、
シュモーハウスの建設がある（図5、6）。
2．平和への取組
　現在の核保有国のもつ核爆弾の数は、米国
5,428発、ロシア5,977発をはじめとして、世界で
12,705発である。1982年に設立された平和首長
会議（Mayors for Peace）は世界166か国と地域、
8,259都市からなり、広島市長が会長をつとめ、都
市相互の連帯を通じて、核兵器廃絶の市民意識を
国際的な規模で喚起し、世界恒久平和の実現に寄
与することを目的としている。また、各国の為政者に
広島へ来てもらい、被爆の実相にふれ、平和への思
いを共有してもらうために“迎える平和”を推進して
いる。2016年4月のG7外相の広島会合、2017年
11月の第27回国連軍縮会議in 広島の開催や
2016年5月のアメリカ合衆国オバマ大統領の訪問、
2019年11月、フラシスコ・ローマ教皇の訪問など
があった（図7、
8）。2023年5月、
G7サミットが広島
で開かれ、各国首
脳がメッセージを
残してくれている
（図9、10）。
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会場：4F クリスタルホール

「被爆の実相と広島の歩み」

会長幹事会 基調講演

広島平和記念資料
館長（地区大会当時）

滝川 卓男様

▶ 地区大会  第1日　11月11日㊏

（図１） 被爆前の相生橋付近 （図２） 被爆後の相生橋付近

（図３） 被爆者の背部の傷 （図４） 被爆者が歩く姿

（図５） 市電の復活 （図６） シュモーハウス

（図７） 迎える広島 （図８） 迎える広島

（図９） G7サミット （図10） G7サミット（文責：井内 康輝）
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11月12日㊐
会場：広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）

■プログラム

地区大会  第 2日

会場の様子

丸岡ホストクラブ会長歓迎挨拶

井内ガバナー挨拶開会の辞 佐伯大会実行委員長

湯﨑県知事代理挨拶

松井市長挨拶 池田会頭挨拶

韓国 申総裁挨拶

懇親会 石川直前ガバナー乾杯

ロータリーソング「手に手をつないで」

記念事業目録贈呈式

ぐるーぷ“樹”の演奏 懇親会の様子

会場：4F ロイヤルホール2.3

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 ＆ 日韓交流パーティー

石川

井内ガバナー挨拶 杉岡RI会長代理挨拶 韓国 申総裁挨拶

閉会の辞 長沼副代表幹事ワラティーノの演奏日本舞踊記念撮影の様子

記念撮影の様子

会場の様子 晝田パストガバナー乾杯記念品贈呈

歓談の様子

会場：3F 宮島

RI会長代理ご夫妻歓迎昼食会

松本茂太郎パストガバナー乾杯

記念撮影の様子歓談の様子SAKURAの演奏

歓談の様子杉岡芳樹RI会長代理挨拶

▶ 地区大会  第1日　11月11日㊏
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　本地区大会の記念講演には、国連ユニタール
広島事務所長　三上知佐様をお迎えし、グロー
バルな立場での“平和の種”をお話しいただきま
した。使用されたパワーポイントをそのまま13、
14ページに掲載させていただきます。

　みなさん、こんにちは。国際連合事務次長・軍縮
担当上級代表の中満泉です。
　今日私たちは、世界各地で激化する紛争、地政学
的緊張、国際社会の分断という非常に困難な状況
に直面しております。歴史的な転換期にいると言っ
て過言ではありません。私たちは、戦略的なリスク
を軽減し、だれ一人取り残さないより安全でより安
定した世界を実現するために、緊急に行動を起こし
具体的な措置を講じる必要があります。
　ウクライナやイスラエル・ガザでの戦争が続く中、
2024年9月に事務総長が未来サミットを開催する
のは、信頼を再構築し、人類社会が直面する困難
な課題に立ち向かう必要があるからです。そして、
国連をはじめとするマルチ国際機関が、21世紀の世
界で効果的に機能しうるように変革をもたらさなけ
ればなりません。今年7月に事務総長が発表した
「新たな平和への課題」という政策ブリーフは、この
ためにいくつもの提言を行っています。この新しい
アジェンダは、過渡期にある世界において、平和と
安全に向けた国連の多国間の取り組みのビジョン

を示しています。予防外交を強化し、あらゆる形態
の暴力に対処することを求めています。加盟国に対
し、核兵器のない世界を追求する新たな決意を促
しています。平和活動へのアプローチを更新するよ
う求めています。宇宙やサイバー空間といった新興
領域やAIなど新興テクノロジーの兵器化を防止す
るよう求めています。そして、集団安全保障の仕組
みを更新し、その正当性と有効性を回復させるよう
に求めています。未来サミットに向かうこの一年の
プロセスは、女性、若者、そして、市民社会を巻き込
み広く国際社会の優先事項や懸念を反映する包括
的なものにしなければなりません。
　本日お集りの皆様にとって、実り多い議論とます
ますのご成功を祈念いたします。ご清聴ありがとう
ございました。

̶ 11 ̶ ̶ 12 ̶

会場：広島グリーンアリーナ

「わたしたちが望む未来のために」

記念講演

ビデオメッセージ“平和への課題”

国連ユニタール広島事務所
所長

三上 知佐様

国際連合事務次官・
軍縮担当上級代表

中満 泉様

▶ 地区大会  第2日　11月12日㊐

青少年とロータリーの時間

会場の様子

地区内の5つのローターアクトクラブのうち4クラブが参加
〈福山RAC・広島RAC・広島中央RAC・徳山RAC〉

20クラブ530名の
インターアクターが活動中

◎ローターアクトクラブ

◎インターアクトクラブ

◎地区ロータリー財団委員会 ◎合唱

◎米山記念奨学生

◎青少年交換学生

IAC活動発表の様子

ロータリー財団 山本 清委員長（呉南RC）
2名の奨学生を紹介（小林 美春さん・中村 梨華さん）

エリザベト音楽大学学生による合唱

Nguyen Thi Maiさん（下関RC） Vedrinne, William Jean Francoisさん
（広島西RC）

三上さんの主な略歴は以下の通りです。
　東京大学教養学部卒
　コロンビア大学国際公共問題大学院修士
　2000年　国連開発計画（UNDP）
　　　　 　 キューバ事務所
　2007年　UNDPグアテマラ事務所副所長
　2011年　UNDPガイアナ事務所常駐副代表
　2019年　UNDP赤道ギニア事務所常駐副代表

　　田原　楓さん　　野田学園高等学校 2年（山口RC）
　　三澤　彩乃さん　高水高等学校 3年（岩国RC）
　　上野　壮亮さん　広島なぎさ高等学校 2年（広島西RC）
　　西原　珠來さん　広島県立千代田高等学校 3年（三次RC）

※（　　）内はスポンサークラブ

　　Johan Fernando Mirelesさん（山口RC）
　　Zayley Kaye Hindsさん（三次RC） 
　　Garance Aline Marie Campionさん（岩国RC）※（　　）内はホストクラブ
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記念講演
「わたしたちが望む未来のために」

国連ユニタール広島事務所 所長　三上 知佐様

▶ 地区大会  第2日　11月12日㊐
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佐渡：本日の対話のねらいは、①三上さんへの
質問　②ロータリアンの理解の促進
藤田：新型コロナの教育への影響は、世界的に
みて。
三上：先進国では、オンラインに切り替えた。自
分は赤道ギニアにいた。
後進国では学校は閉鎖。しばらくして学校の授
業をテレビで放映するようになった。
今後何世代へも影響が及ぶだろう。
石橋：SDGsの達成が下がったのは、パンデミッ
クの時期。パンデミックの若者世代への影響
は。
三上：パンデミックで国境が閉鎖され、人々が

内向きになった。
良い点は、オンラインで新しいつながりができ、
世界中がつながった。
藤田：途上国で再生可能エネルギーはどんなも
のが使われているか。
三上：赤道ギニアでは、産油国ではないので、再
生可能エネルギーが多く使われる。
できるか否かではなく、やるかやらないかだ。
ウルグアイでは、大統領の命令で全てが再生エ
ネルギーとなった。
石橋：ドイツを訪れて、多くの物乞いをみた。その
多くが難民。
ユニタールあるいは国連の難民への対応は。

三上：誰も自分の生まれた土地を離れたくない。
ヨーロッパやカナダでは多くの難民を受け入れて
いるが、日本は少ない。
国連には高等弁務官事務所がある。ユニタール
はそこで働く人々の研修を担っている。
佐渡：二人の質問は人への興味から生じたもの
が多い。
藤田：科学技術の軍事転用をどう考えているか。
三上：中満次長のメッセージにも含まれていた
が、軍事転用をふせぐことは国連の役割。
石橋：ロシアの友人と交流した。ガザの人達の声
も聞いた。国連に不満をもつ人も多い。
国連の動向は。
三上：国連は創立78年が経ち改革の途上。世界
の国々が一堂に介するのは国連のみ。これを
失ってはいけない。国際連盟の経験からみても、
各国が脱退しないように組織を保つべき。
佐渡：国連は安保理だけではない。国連との繋
がりをもつ人々が増えている。我々は国連を動か
していくリーダーである。二人は平和のためにど
ういう活動をしているか。
石橋：自分は被爆3世であり、ヒロシマを伝える
活動をする義務がある。脚色なしに。当事者意識
をもつことは難しい。青少年国際平和未来会議
をしっかり続けていきたい。“平和の種をまく”活
動をしていきたい。
藤田：生まれ育ちは岐阜県。愛知県の平和の資

料館でボランティアをしている。広島の“ノーモア
ヒロシマ”という団体に属し、放射線被害につい
て勉強している。より多くの方々に情報を伝えて
いきたい。
佐渡：二人の両親から、子供は何も話してくれな
い、と云う言葉をきく。
三上：二人は“Change Maker(agent)”である。
国連ユニタールも全面的に支援していきたい。
佐渡：世界には、命と尊厳をおびやかされている
人々が多くいる。三上さんのいう“六方よし”にし
たい。
全員：今回の地区大会テーマ“平和の種をまこ
う”を合唱。

会場：広島グリーンアリーナ青少年との対話

佐渡 紀子様
（広島修道大学教授）

藤田 真悠子さん
（広島修道大学）

石橋 二昴さん
（叡啓大学）

三上 知佐様
（国連ユニタール広島事務所長）

▶ 地区大会  第2日　11月12日㊐

（文責：井内 康輝）

出 演 者
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上田 文雄 土肥 慎二郎

国際ロータリー会長代理

杉岡 芳樹

ガバナーエレクト紹介 ガバナーノミニー紹介 杉岡芳樹RI会長代理 所見

̶ 17 ̶

̶ 略歴 ̶ ̶ 略歴 ̶
　皆様、二日間にわたる地区大会もそろそろ終了
に向かっております。わたくしは、RI会長代理と
しての所見ということでございますけれど、感じた
ことを少しお話させていただきたいと思います。
　さて、新年度スタートいたしまして四か月を過ぎ
ましたけれども、井内康輝地区ガバナーの卓越
した指導力によりまして、RIテーマであります「世
界に希望を生み出そう」の意味や意義をご理解
いただき、ロータリー活動が活発に行われている
ということを理解させていただきました。
　一日目では、地区内の72のクラブの会長幹事
が一堂に会しまして、クラブの表彰、大会決議案、
決算報告など行われまして、クラブの成果と貢献
を共有いたしました。広島平和記念資料館の
滝川館長に「被爆の実相と広島の歩み」という
演題で基調講演をいただきました。
　井内ガバナーの地区方針「平和の種をまこう！！
～ロータリアンにできること～」を信条に掲げて
おられる平和を希求する精神の寛容を目指すと
されています。講演の中から平和の大切さを再
確認し、平和推進のために我々の果たすべき役割
を考える機会をいただいたのではないかと思い
ます。是非皆様の心の中で平和を求める気持ち
を改めて考えていただきたいと思います。
　そして、今日二日目、井内ガバナーの思いという
ものが、この二日間すべてに詰まっていると感じ

ました。青少年の健全育成というものに関しまし
て、井内ガバナーは非常に熱い思いを感じてい
るようでございます。午前中には、この地区の青
少年の活動に関しまして把握をさせていただき
ました。多岐にわたって素晴らしい青少年の活動
をされているということを確認させていただきま
した。そして、先ほども申しましたけれども、テー
マが「平和の種をまこう」ということと「青少年」
が井内ガバナーの強い思いだということを感じる
ことが出来ました。国連ユニタール広島事務所
長の三上様の記念講演、そしてその後の広島修
道大学国際コミュニティ―学部長の佐渡様と
二人の学生が入られて三上様と四人のパネル
ディスカッションの中で、平和希求に対して、
我々がどの様にアプローチしていかなければ
ならないかの示唆を得ることができたのでは
ないかと思っております。
　この地区大会で得た知識、インスピレーション
は、是非ともクラブにお持ち帰りになりまして、
次なる我々ロータリーの奉仕に対する行動に繋
げていっていただければと思いますので、よろしく
お願いします。
　最後に、この素晴らしい地区大会を主催し、
地区大会の成功に貢献したすべての関係者に
心から感謝申し上げます。二日間ありがとうござ
いました。所見に替えさせていただきます。 
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